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【背景】脳アミロイド血管症 (cerebral amyloid angiopathy: CAA) は、脳梗塞、
脳出血、そしてアルツハイマー病との関連で近年注目を集めている病態である。
CAA では、β-amyloid 蛋白 (Aβ) 、特に Aβ40 が脳血管の中膜を主体として蓄積
する。Aβ が凝集体として脳血管に沈着する以前から脳血管反応性の障害が認め
られることより、CAA の先制医療の実現には、不溶性 Aβ のみならず可溶性 Aβ
に対する介入が求められる。Aβ はモノマーとして生成され、オリゴマーからフ
ィブリルとなり凝集する。分子量の大きいオリゴマーは、モノマーに比して脳









いて、CAA モデルマウスである Tg-SwDI マウスを用いて検討した。 






リンの Aβ 凝集抑制能について、チオフラビン T 蛍光法および透過電子顕微鏡
にて in vitro で評価した。更に in vivo での評価として、マウス脳の TBS 可溶
性分画を用いたフィルタートラップアッセイ (抗 Aβ オリゴマー抗体を用いた
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